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週１回開かれる「きずなサロンひまわり」。高齢化・人口減少に伴い増える空き家を利用した施設で、近隣住民の集いの場になっています。
集まっておしゃべりをするほか、文化行事や転倒予防体操なども行っています（関連記事はP7を参照）。
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日
本
生
協
連

第
64
回
通
常
総
会
を
開
催

日本生協連は、2014年6月13日、東京都内で
第64回通常総会を開催。

2013年度のまとめと2014年度方針などの8議案を
賛成多数で可決しました。

全
議
案
を

賛
成
多
数
で
可
決

　
日
本
生
協
連
は
、
2
0
1
4
年

6
月
13
日
、東
京
都
内
で
第
64
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
代
議
員
定
数
6
5
9
人
に
対

し
、
実
出
席
4
5
8
人
、
委
任

出
席
7
人
、
書
面
出
席
1
9
4

人
と
、
全
代
議
員
の
出
席
の
下
、

2
0
1
3
年
度
事
業
報
告
・
決

算
、
2
0
1
4
年
度
事
業
計
画
・

予
算
な
ど
の
全
議
案
を
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
当
た
り
、日
本
生
協
連 

浅
田
克
己
会
長
は
、東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
の
生
活
環
境
が
依
然

と
し
て
厳
し
い
現
状
に
触
れ
、復
興

支
援
の
活
動
の
継
続
と
風
化
さ
せ

な
い
取
り
組
み
の
必
要
性
に
つ
い
て

述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、2
0
1
3
年

は
、全
国
の
生
協
と
各
地
の
自
治

体
な
ど
と
の
間
で
「
地
域
見
守
り

協
定
」
の
締
結
が
大
き
く
広
が
り
、

助
け
合
い
の
組
織
と
し
て
の
価
値

を
あ
ら
た
め
て
確
認
で
き
た
1
年

で
あ
っ
た
と
述
べ
、今
後
も
よ
り
よ

い
地
域
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
積

極
的
に
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
厚
生
労

働
省 

社
会
・
援
護
局 

地
域
福
祉

課 

消
費
生
活
協
同
組
合
業
務
室 

室
長 

井
上
雅
裕
様
か
ら
、田
村

憲
久
厚
生
労
働
大
臣
の
祝
辞
と
し

特集

て
、生
協
と
行
政
が
連
携
し
た
見

守
り
活
動
を
は
じ
め
、生
協
の
地

域
社
会
づ
く
り
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
、

期
待
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、日
本
協
同
組
合
連
絡
協
議

会 

委
員
長 

萬
歳
章
様
（
全
国
農

業
協
同
組
合
中
央
会 

会
長
）か
ら

は
、生
協
の
国
産
農
畜
産
物
の
購

買
活
動
や
産
直
活
動
、食
育
活
動

な
ど
を
通
じ
た
日
本
の
農
業
・
生

産
者
支
援
に
つ
い
て
、感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開会のあいさつをする浅田克己会長

厚生労働省	社会・援護局	地域福祉課	消費生活協同組
合業務室	室長	井上雅裕様

日本協同組合連絡協議会	委員長	萬歳章様

　
さ
ら
に
、国
際
協
同
組
合
同
盟

（
I
C
A＊

）
ポ
ー
リ
ン
・
グ
リ
ー
ン
会

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
祝
電
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

復
興
支
援
や

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

地
域
貢
献
に
つ
い
て
討
論

　
議
案
提
案
後
の
全
体
討
論
で

は
、
18
人
の
代
議
員
か
ら
発
言
が

＊International	Co-operative	Allianceの略称。
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日
本
生
協
連
は
、組
合
員
と
一

緒
に
コ
ー
プ
商
品
の
普
及
を
行

う
「
ラ
ブ
コ
ー
プ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
、2
0
1
4
年
春
か
ら
2

年
間
の
予
定
で
、全
国
で
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
総
会
前
日
の
6
月
12
日
に
は
、

コ
ー
プ
商
品
を
見
て
、体
験
し
て
、

交
流
す
る
場
と
し
て
「
ひ
ろ
げ
よ

う
ラ
ブ
コ
ー
プ
〜
組
合
員
の
つ
ど

い
〜
」
を
開
催
し
、全
国
か
ら
44 

生
協 

3
1
4
人
の
組
合
員
・
役

職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
つ
ど
い
で
は
、「
お
い
し
い
ス
ー

プ
・
味
く
ら
べ
」「
あ

な
た
の
好
み
は
？
い

ろ
い
ろ
試
す
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
」「
ち
ょ
っ
と

手
作
り
！
簡
単
チ
ョ

コ
フ
ォ
ン
デ
ュ
」
な

ど
の
試
食
企
画
を
は

じ
め
、組
合
員
の
声

を
コ
ー
プ
商
品
に
反

映
す
る
模
擬
体
験
企

画
や
、組
合
員
自
身

に
よ
る
商
品
活
動
の

紹
介
な
ど
が
行
わ

れ
、会
場
は
た
く
さ

ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

「
ひ
ろ
げ
よ
う
ラ
ブ
コ
ー
プ

〜
組
合
員
の
つ
ど
い
〜
」

を
開
催
し
ま
し
た

議案を提案する嶋田裕之専務理事

あ
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
の
生
協
の
代
議
員
か
ら
は
、支

援
へ
の
お
礼
と
報
告
、支
援
に
取
り

組
む
各
地
の
生
協
か
ら
は
応
援
を

続
け
て
い
く
こ
と
の
決
意
表
明
や
、

2
0
1
5
年
は
阪
神
淡
路
大
震
災

か
ら
20
年
に
当
た
り
、防
災
・
減
災

の
取
り
組
み
を
進
め
る
機
会
と
し

た
い
な
ど
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、地
域
社
会
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
、平
和
を
守
る

活
動
や
消
費
者
市
民
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
、エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
、
さ
ら
に
は
、新
た
に
始
ま
っ

た
地
域
生
協
と
医
療
福
祉
生
協
の

連
携
に
よ
る
配
食
事
業
、生
活
相

談
・
貸
付
事
業
の
報
告
、事
業
経

営
の
現
状
と
今
後
の
戦
略
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
で
活
発
な
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

手作りチョコフォンデュの試食で、チョコレートの新しい食べ方を楽しむ組合員。
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住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
応
援

「
コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
女
性
い
き
い
き
大
賞
」

生
協・行
政・マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が

協
力
し
て
地
域
活
動
を
後
押
し

　

2
0
1
4
年
3
月
19
日
、「
第
8

回
コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
女
性
い
き
い
き

大
賞
」
の
表
彰
式
が
山
口
県
宇
部

市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

2
0
0
6
年
に
創
設
さ
れ
た
こ
の

賞
は
、住
民
参
加
に
よ
る
住
み
よ
い

地
域
社
会
づ
く
り
や
男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
地
域
の
諸
団
体（
生

協
の
組
合
員
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
な

く
、県
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
が
対

象
）
を
表
彰
す
る

こ
と
で
、そ
の
活
動

が
地
域
に
広
が
る

こ
と
を
応
援
す
る

も
の
で
す
。コ
ー
プ

や
ま
ぐ
ち
が
主
催

し
、山
口
県
、朝
日

新
聞
社
、y
a
b

山
口
朝
日
放
送
、

山
口
新
聞
社
が
後

援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
く

ら
し
づ
く
り
」「
子

育
て
」「
福
祉
」

「
地
域
づ
く
り
」

の
4
分
野
に
34
団

体
か
ら
応
募
が
あ

り
、選
考
の
結
果
、

10
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
団
体
間
の

つ
な
が
り
が
深
ま
り

よ
り
よ
い
山
口
県
づ
く
り
に

　

最
優
秀
賞
（
山
口
県
知
事
賞
）

に
選
ば
れ
た
「
す
ろ
ー
ふ
ー
ど
ら
い

ふ
山
口
ネ
ッ
ト
・
和の
ど
か」
は
、ス
ロ
ー
フ
ー

ド
・
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
活
動
を
実
践
す

る
と
と
も
に
、地
域
の
他
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
、食
や
農
業
、里
山
保

全
、子
育
て
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

　

優
秀
賞
（
朝
日
新
聞
社
賞
）
に

は
、
ダ
ン
ス
を
通
し
て
障
が
い
児
者

の
よ
り
豊
か
な
心
の
育
成
を
め
ざ

す
「
ス
ウ
ィ
ー
ト
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
」、同

（
y
a
b
山
口
朝
日
放
送
賞
）
に

は
、小
児
医
療
の
課
題
解
決
に
取
り

組
む
「
す
こ
や
か
育
ち
隊
」、同
（
山

口
新
聞
社
賞
）
に
は
、低
出
生
体
重

児
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
「
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｕ＊

ママ
ネ
ッ
ト 

の
び
っ
こ
」
が
、そ
れ

ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち
で
は
、「
超
長
寿

生協・地域貢献
レポート

コ
ー
プ
や
ま
ぐ
ち

「スウィートポップコーン」が開催した第１回障がい児者ダンスフェスティバル
「ホップ♪ステップ♪♪ジャンプ♪♪♪」の様子。

手作りみそなどを使っ
た食事会の用意をす
る「すろーふーどらい
ふ山口ネット・和」の
皆さん。

＊新生児集中治療室

社
会
を
迎
え
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。受
賞

を
契
機
に
各
団
体
同
士
の
つ
な
が
り

が
さ
ら
に
深
ま
り
、よ
り
よ
い
山
口

県
づ
く
り
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
考
え

て
い
ま
す
。

（	Neonatal	Intensive	Care	Unit
		の略）。
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し
た
。「
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
料
金
は
親
が
支

払
う
」
が
66
％
で
、
そ
の
う

ち
43
％
の
学
生
は
請
求
額

を
知
ら
な
い
と
い
う
状
況
で

し
た
。

保
護
者
も
学
び

家
族
の
話
題
に

　

カ
レッ
ジ
の
最
後
に
、学
生

の
保
護
者
を
対
象
と
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
そ
の
と
き
、親

は
！
〜
ス
マ
ホ
時
代
の
ネ
ッ
ト

ト
ラ
ブ
ル
、こ
ん
な
落
と
し
穴

に
ご
用
心
」
を
開
催
し
ま
し

た
。参
加
し
た
保
護
者
か
ら

は
、「
若
者
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

い
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」「
気
を
つ

け
て
請
求
書
を
見
る
よ
う
に
す
る
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
に
関
す
る
言
葉
を

知
ら
な
い
保
護
者
も
多
く
、今
回
の

参
加
に
よ
り
、家
族
で
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
方
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
を
活
用
し

若
者
に
対
す
る
消
費
者
教
育

「
と
ち
ぎ
消
費
者
カ
レッ
ジ
」
を
実
施

若
者
に
消
費
者
問
題
解
決
力
を

　

栃
木
県
生
協
連
が
事
務
局
を
務

め
る「
と
ち
ぎ
消
費
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク＊

」で
は
、2
0
1
3
年
度
の
栃
木

県
か
ら
の
受
託
事
業
と
し
て
、「
と

ち
ぎ
消
費
者
カ
レ
ッ
ジ
」を
実
施
し

ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、社
会
経
験

が
乏
し
く
、消
費
者
被
害
に
遭
う
こ

と
が
多
い
若
者
を
対
象
に
、消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
と
消
費
者

問
題
解
決
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
、11
会
場
で
6
8
8

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

多
く
の
学
生
が

「
参
考
に
な
っ
た
」

　

カ
レ
ッ
ジ
は
、県
内
の
大
学
・
専

門
学
校
の
授
業
と
し
て
10
会
場
で

開
催
さ
れ
、同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
わ

る
大
学
教
授
や
弁
護
士
、消
費
生

活
相
談
員
な
ど
が
講
師
を
務
め
ま
し

た
。テ
ー
マ
は
、「
若
者
と
消
費
者
問

題
〜
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
考
え
る

法
学
入
門
」「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
悪
徳

商
法
！
〜
い
ま
、み
な
さ
ん
が
狙
わ
れ

て
い
ま
す
」「
契
約
の
意
味
と
消
費

者
被
害
の
実
態
」「
消
費
者
市
民
と

な
る
た
め
に
」
な
ど
で
す
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、多

く
の
学
生
が「
参
考
に
な
っ
た
」「
初

め
て
聞
く
内
容
が
多
か
っ
た
」
と
答

行政と連携した
取り組み

＊消費者の権利の実現をめざし、消費者団体や弁護士・司法書士などが連携し、消費者への情報提供・啓発、消費者政策に
関する研究・提言などを行っている。栃木県司法書士会、栃木県在住消費生活アドバイザー協議会、とちぎコープ、よつ葉生
協、栃木県生協連など9団体と消費者問題専門家（個人）で構成。

栃
木
県
生
協
連

大学、専門学校で授業として行われた「とちぎ消費者カレッジ」。

保護者向けに開催された消費者被害防止のためのシンポジウム。
社
会
を
迎
え
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。受
賞

を
契
機
に
各
団
体
同
士
の
つ
な
が
り

が
さ
ら
に
深
ま
り
、よ
り
よ
い
山
口

県
づ
く
り
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
考
え

て
い
ま
す
。

え
ま
し
た
。
ま
た
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た（
遭

い
そ
う
に
な
っ
た
）」
と
答
え
た
学
生

は
21
・
3
％
で
、「
そ
の
時
相
談
し

た
」
は
56
・
9
％
、主
な
相
談
相
手

は
家
族
や
友
人
で
、消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
等
へ
の
相
談
は
わ
ず
か
2
％
で
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CO・OP
国際活動情報

発
展
途
上
国
の
協
同
組
合

開
発
に
取
り
組
む
I
L
O

日
本
生
協
連
は
2
0
1
0
年
度

よ
り
、
国
際
労
働
機
関（
I
L
O1
＊

）

を
通
じ
て
、
ア
フ
リ
カ
の
協
同
組
合

開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

上
国
で
協
同
組
合
開
発
の
活
動
を

行
い
、
対
象
国
の
協
同
組
合
の
強
化

と
と
も
に
、
協
同
組
合
の
自
助
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
活
用
し
て
、
雇
用
・
所
得
の

創
出
、
市
場
ア
ク
セ
ス
の
改
善
、
ジェ

ン
ダ
ー
の
平
等
化
の
促
進
な
ど
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
の
協
同
組
合
リ
ー

ダ
ー
研
修
を
受
け
入
れ

日
本
生
協
連
は
こ
う
し
た

I
L
O
の
活
動
の
趣
旨
に
賛
同
し
、

2
0
1
0
年
度
よ
り
毎
年
、
ア
フ

リ
カ
各
国
の
協
同
組
合
リ
ー
ダ
ー

が
、
日
本
の
協
同
組
合
活
動
を
学

ぶ
研
修
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
度
ま
で
に
、
20
人
が
こ

の
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
購
買
生
協
だ
け
で
な

く
、
日
本
の
各
種
協
同
組
合
の
多
様

な
事
業
と
そ
の
社
会
的
役
割
、
協

同
組
合
の
可
能
性
に
関
す
る
講
義
や

視
察
を
行
い
ま
す
。
最
終
日
に
は
、

参
加
者
が
自
国
の
協
同
組
合
の
現

状
と
課
題
、
お
よ
び
研
修
で
学
び
自

国
に
持
ち
帰
り
た
い
内
容
に
つ
い
て
報

告
す
る
会
を
開
催
し
ま
す
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
を
通
じ
発
展
途
上
国
の

協
同
組
合
開
発
を
支
援

今
年
度
も
本
研
修
の
た
め
に
、
ア

フ
リ
カ
の
協
同
組
合
関
係
者
が
9

月
上
旬
に
来
日
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
日
本
生
協
連
と
I
L
O

は
こ
の
研
修
受
け
入
れ
を
契
機
に
関

係
を
深
め
、
発
展
途
上
国
の
協
同

組
合
開
発
事
業
へ
の
貢
献
を
目
的

に
、
2
0
1
4
年
度
か
ら
I
L
O

本
部
に
日
本
生
協
連
職
員
1
人
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

＊1	International	Labour	Organizationの略称。　
＊2	International	Co-operative	Allianceの略称。

I
L
O
は
労
働
に
関
す
る
基
本

原
則
、
基
本
的
人
権
の
確
立
、
労

働
・
生
活
条
件
の
向
上
な
ど
を
主

な
目
的
に
活
動
す
る
、
国
際
連
合

の
専
門
機
関
で
す
。
国
連
機
関
の

中
で
唯
一
、
協
同
組
合
開
発
部
門

を
持
つ
組
織
で
す
。
協
同
組
合
と

は
古
く
か
ら
緊
密

な
関
係
が
あ
り
、

国
際
連
盟
時
代
の

1
9
1
9
年
に
は
、

す
で
に
国
際
協
同
組

合
同
盟（
I
C
A2
＊

）を

I
L
O
理
事
会
の
諮

問
機
関
と
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
2
0
0
4
年
に

I
L
O
と
I
C
A
の

間
で「
相
互
理
解
に

関
す
る
覚
書
」が
交

わ
さ
れ
、
情
報
・
経

験
の
交
流
と
、
社
会

的
諸
課
題
に
取
り
組

む
た
め
の
相
互
協
力

を
行
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

I
L
O
は
発
展
途

生協の宅配センターを視察するアフリカの協同組合関係者（2013年度）。

ＪＡの直売所で農産物を手に取るアフリカの協同組合関係者（2013年度）。
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ユ
ー
コ
ー
プ（
本
部
・
横
浜
市
）で
は
、

神
奈
川
県
内
の
組
合
員
モ
ニ
タ
ー
に

よ
る
家
計
簿
提
出
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
１
９
７
２
年
に
旧
コ
ー
プ
か

な
が
わ（
当
時
は
、か
な
が
わ
生
協
）が

全
国
に
先
駆
け
て
始
め
た
も
の
で
、日

本
生
協
連
に
よ
る
全
国
生
計
費
調
査

の
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
に
活
動
40
周
年
を
迎

え
、記
念
誌『
家
計
簿
か
ら
見
た
く

ら
し
の
40
年
』を
発
行
し
ま
し
た
。

２
０
０
２
年
〜
２
０
１
２
年
の
10
年
間

を
中
心
に
、社
会
の
変
化
と
家
計
の

変
遷
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、高
度

経
済
成
長
期
か
ら
バ
ブ
ル
崩
壊
、リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、東
日
本
大
震
災
な

ど
、40
年
間
の
く
ら
し
の
変
化
を
見
つ

め
た
1
冊
で
す
。

家
計
簿
活
動
40
周
年

記
念
誌
を
発
行

　医療福祉生協は、医療・福祉を主たる事業とする生
協です。全国110＊1の医療福祉生協に加入する組合
員は285万人、出資金総額は758億円です。全国で
病院77、診療所342、訪問看護ステーション199、ヘ
ルパーステーション185、デイサービス190などを運営
しています。

　医療福祉生協が運営する診療所の7割が、24時間往
診可能な体制を整え、近隣の病院・診療所・介護系事業
所と連携を図りながら、在宅での療養生活を支えています。
多くの医療福祉生協では、提供する医療の質を高めるた
めに、世界保健機関（WHO＊2）発行の「高齢者にやさし
い診療所のツールキット（手引き）」を使用して、よりよい診
療所づくりに努めています。

事業種 別 生 協 の ご 紹 介

トピックス

　また、認知症になっても住み慣れた自宅や地域で生活
することができるよう、全国で認知症対応型通所介護施
設（デイサービス）を32カ所、認知症対応型共同生活介
護施設（グループホーム）を45カ所、運営しています。

　各地の医療福祉生協では、医療専門職を講師に、組
合員が健康づくりについて、体の仕組みから生活習慣ま
でを体系的に学ぶ「保健大学」を開校しています。2013
年度は全国で198回開催され、1,919人が卒業しました。
卒業生は保健委員としてそれぞれの医療福祉生協に登
録され、健康づくり活動を推進するリーダーとして活躍して
います。
　さらに、地域の人々の交流の場づくりにも力を入れてい
ます。東京西部保健生協では、東京都生協連が推進す
る福祉のまちづくりの取り組みの一つとして、杉並区社会福
祉協議会の助成を受けて、地域生協と協力して「きずな
サロンひまわり」を運営しています。（表紙に写真掲載）

南医療生協（名古屋市）の「グループホームなも」は、「自分が年を取ったときに
安心して利用できる施設が欲しい」との組合員の声から開設。組合員自身が物
件を探し、築60年を超える古民家を改修しました。

全国の医療福祉生協で実施している健康づくり活動の交流の場「健康づくり学
会」の様子。

発行された記念誌。

今
年
度
も
本
研
修
の
た
め
に
、
ア

フ
リ
カ
の
協
同
組
合
関
係
者
が
9

月
上
旬
に
来
日
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
日
本
生
協
連
と
I
L
O

は
こ
の
研
修
受
け
入
れ
を
契
機
に
関

係
を
深
め
、
発
展
途
上
国
の
協
同

組
合
開
発
事
業
へ
の
貢
献
を
目
的

に
、
2
0
1
4
年
度
か
ら
I
L
O

本
部
に
日
本
生
協
連
職
員
1
人
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

●	在宅のくらしを支える医療・介護

●	地域の健康づくりと
　	交流の場づくりに貢献

＊1	日本医療福祉生活協同組合連合会に加入する医療福祉生協の数。　＊2	World	Health	Organizationの略称。
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S U M M E R 生
協
法
② 

事
業

　

生
協
法
で
は
、生
協
の
事
業
の
目
的
は
組

合
員
に
最
大
の
奉
仕
を
す
る
こ
と
で
あ
る
と

し
、営
利
を
目
的
に
事
業
を
行
っ
て
は
な
ら

な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。ま
た
、生
協
が
行
う

こ
と
が
で
き
る
事
業
を
、供
給
・
利
用
・
生

活
文
化
・
共
済（
貸
し
付
け
を
含
む
）・
教
育
・

医
療
・
福
祉
の
七
事
業
と
そ
の
附
帯
事
業
に

限
定
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
生
協
は
定

款（
生
協
法
に
基
づ
い
て
定
め
る
各
生
協
の

自
治
規
範
）
で
、七
事
業
の
中
か
ら
実
施
す
る

事
業
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、組
合
員
お
よ
び
組
合
員
と
同
一
世

帯
に
属
す
る
家
族
で
す
。組
合
員
以
外
の
利

用（
員
外
利
用
）は
原
則
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

生
協
法
で
は
、例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合

を
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

員
外
利
用
が
許
可
を
受
け
な
く
て
も
認
め

ら
れ
る
場
合
と
は
、「
災
害
時
の
緊
急
物
資
提

供
」や「
国・地
方
公
共
団
体
の
委
託
事
業
」「
体

育
施
設
・
教
養
文
化
施
設
」「
医
療
事
業
・
福

祉
事
業
」「
職
域
・
大
学
生
協
の
母
体
団
体
の

利
用
」な
ど
で
す
。

　

員
外
利
用
の
許
可
が
必
要
な
場
合
と
は
、

「
山
間
僻
地
・
離
島
等
で
の
物
資
提
供
と
施
設

利
用
」「
教
育
文
化
・
医
療
・
福
祉
施
設
へ
の

物
資
提
供
」「
生
協
間
の
物
資
提
供
」「
職
域
・

大
学
生
協
の
来
訪
者
へ
の
物
資
提
供
と
同
来

訪（
予
定
）者
の
施
設
利
用
」「
地
域
交
流
イ
ベ

ン
ト
で
の
物
資
提
供
」「
緊
急
時
の
域
外
避
難

者
へ
の
物
資
提
供
」「
宅
配
事
業
の
お
試
し
利

用（
一
カ
月
以
内
）」な
ど
で
す
。

　

前
記
の
員
外
利
用
に
つ
い
て
は
、そ
れ
ぞ

れ
に
利
用
分
量（
ど
の
程
度
ま
で
利
用
が
許

さ
れ
る
か
）が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
協
ミ
ニ
知
識

　生協（生活協同組合）は、農協や漁協などと同じ協

同組合の一つです。「消費生活協同組合法（略称：生

協法）」に基づいて設立され、生活の向上をめざし、

さまざまな事業・活動を行っています。生協には、利

用者である組合員自身が出資し、意思決定や運営に

参画しています。

　日本生協連は、生協法に基づく生協の全国連合会

で、右のような事業と活動を行っています。

会　長　浅田 克己（代表理事）

会員数　３34会員（２０１3年度末）

供給高　３，780億円（２０１3年度）

全国の組合員数　約２，73０万人（２０１3年度末）

会員生協の総事業高　約３．３兆円（２０１3年度）

[URL]　http://jccu.coop/

創　立　1951年3月20日

■主な事業と活動
１． 会員生協への商品供給などに関わる事業
 ①コープ商品などの開発と供給
 ②通販事業、旅行事業
 ③商品事業に関わる品質管理、物流・情報システムなど事業基  
　盤の開発や運用　など

２． 会員生協への支援の取り組み
 ①会員生協間の連絡・調整・交流
 ②会員生協の宅配・店舗・福祉などの事業や、環境保全・くらしの
　助け合いなどの組合員活動への支援

 ③会員生協の組織運営・法令順守の支援　など

３． 生協の全国組織としての取り組み
 ①生協の全国的な事業・活動方針策定
 ②国内・国外の各種協同組合・諸団体・行政などとの連絡・調整
 ③「食」「環境」「福祉」「消費者問題」など生活に関わる社会的
　テーマについての意見発信や取り組み　など

日本生活協同組合連合会（略称 ： 日本生協連）組織概要
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棚田の道を行く生協の宅配トラック。


